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こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
北
名
古
屋
市
国

際
交
流
協
会
が
市
民
の
手
づ
く
り
に
よ
り
推

進
す
る
国
際
交
流
を
ツ
ー
ル
と
し
た
地
域
ブ

ラ
ン
ド
づ
く
り
で
す
。
協
会
事
業
の
大
き
な

柱
の
一
つ
で
あ
る
「
国
際
交
流
を
活
用
し
た

地
域
づ
く
り
」
を
担
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、

協
会
内
に
設
置
す
る
運
営
会
議
地
域
お
こ
し

委
員
会
が
、
ア
イ
デ
ア
出
し
か
ら
、
企
画
、

運
営
、
実
施
ま
で
、
市
民
参
加
で
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

　

二
〇
一
一
年
、
北
名
古
屋
市
と
友
好
提
携

都
市
で
あ
る
韓
国
全
羅
南
道
務
安
郡
と
の
「
食

の
文
化
交
流
」
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
こ
の
交
流
の
主
要
テ
ー
マ
は
、

「
北
名
古
屋
な
ら
で
は
の
も
の
」、「
務
安
な
ら

で
は
の
も
の
」
を
探
求
す
る
も
の
で
、
北
名

古
屋
の
「
地
域
の
価
値
」
を
掘
り
起
し
、
北

名
古
屋
の
「
地
域
の
新
し
い
魅
力
」
を
再
発

見
す
る
試
み
で
あ
り
ま
す
。

　

運
営
会
議
地
域
お
こ
し
委
員
会
で
は
、
市

民
か
ら
多
く
の
意
見
を
い
た
だ
き
、
検
討
を

重
ね
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
め
ざ
す
食
材
を
、

北
名
古
屋
を
代
表
す
る
い
ち
じ
く
と
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。
い
ち
じ
く
は
、
90
年

位
前
か
ら
沖
村
の
農
家
を
中
心
に
栽
培
さ
れ
、

市
内
で
広
く
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
地

域
に
と
っ
て
、
大
変
身
近
な
果
物
で
す
。
こ

の
北
名
古
屋
特
産
い
ち
じ
く
で
、
酵
母
を
つ

く
り
、
そ
れ
を
活
か
し
た
産
品
を
、
地
域
ブ

ラ
ン
ド
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
い
ち
じ
く
酵
母
は
、
い
ち
じ
く
に
含

ま
れ
る
糖
を
ア
ル
コ
ー
ル
と
炭
酸
ガ
ス
に
分

解
し
な
が
ら
分
裂
を
繰
り
返
し
成
長
し
ま
す
。

酵
母
づ
く
り
の
レ
シ
ピ
は
、
完
全
公
開
で
す
。

（
3
ペ
ー
ジ
参
照
。
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ア
ッ
プ
し
て
お
り
ま
す
）

　

こ
の
「
北
名
古
屋
特
産
！
い
ち
じ
く
酵
母
」

を
幅
広
く
活
用
し
て
、
か
ら
だ
に
良
く
、
美

味
し
い
「
北
名
古
屋
な
ら
で
は
の
も
の
」
を
、

北
名
古
屋
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
開
発
提
案

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
協
会
の
小
さ

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
、
今
、
始
ま
り
ま
す
。

北
名
古
屋
地
域
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
北
名
古
屋
特
産
！
い
ち
じ
く
酵
母
」で
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
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《
投
票
方
法
》

協
会
事
務
局
（
市
役
所
西
庁
舎
4
階
）
で
ご
投
票
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
投
票
で
き
ま

す
。
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
、
投
票
し
た

い
「
い
ち
じ
く
君
」
の
A
、
B
、
C
部
分
を
ク
リ
ッ
ク
す

る
と
メ
ー
ラ
ー
が
起
動
し
ま
す
の
で
、ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
、

ご
意
見
等
を
記
入
し
て
ご
送
信
く
だ
さ
い
。
な
お
、
11

月
23
日
（
祝
）
開
催
予
定
の
「
ふ
れ
あ
い
フ
ェス
タ
２
０

１
３
」
の
国
際
交
流
コ
ー
ナ
ー
で
も
投
票
で
き
ま
す
。

《
し
め
き
り
》

平
成
25
年
11
月
30
日

あ
な
た
が
、好
き
な

  「
い
ち
じ
く
君（
仮
）」は
、ど
れ
？

「
北
名
古
屋
特
産
！
い
ち
じ
く
酵
母
」は
、

  

ど
う
や
っ
て
作
る
の
？

　

毎
年
夏
に
北
名
古
屋
市
と
友
好
都
市

務
安
郡
と
の
中
学
生
を
相
互
派
遣
す
る
国

際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、

今
年
、
協
会
か
ら
引
率
者
の
一
人
と
し
て

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
今
年
で
５
年
目
に
な
り
ま
す

が
、こ
れ
ま
で
の
北
名
古
屋
市
の
単
独
主

催
か
ら
、北
名
古
屋
市
国
際
交
流
協
会
が
加
わ
り
、

共
同
主
催
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ

は
、
市
民
が
主
役
と
な
る
友
好
交
流
の
第
一
歩
に

な
っ
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
、夏
休
み
に
務
安
郡
の
中
学
生
12
人
を

北
名
古
屋
市
に
受
け
入
れ
、北
名
古
屋
市
の
中
学

生
11
人
を
務
安
郡
に
派
遣
し
ま
し
た
。
研
修
や
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
の
体
験
等
な
ど
盛
り
沢
山
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
し
た
。
北
名
古
屋
市
で
は
、
参
加
希
望
の
中
学
生

を
公
募
し
て
、
実
施
し
て
い
ま
す
。
事
前
研
修
も
２

回
、
韓
国
に
つ
い
て
、
務
安
郡
の
状
況
、
韓
国
語
の
勉

強
等
し
ま
し
た
。
中
学
生
達
に
は
外
国
語
で
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
初
め
て
体
験
す
る
機
会
に
も
な
り

ま
し
た
。
小
さ
い
声
し
か
出
せ
な
か
っ
た
の
が
、短

時
間
で
、
大
き
な
声
で
人
に
聞
か
せ
る
よ
う
に
変

わ
っ
て
い
く
姿
に
驚
き
ま
し
た
。
務
安
郡
で
は
、
韓

国
伝
統
家
屋
で
の
宿
泊
を
経
験
し
ま
し
た
。
初
め
て

の
こ
と
で
戸
惑
う
こ
と
が
、沢
山
で
し
た
。

　

国
が
違
え
ば
お
も
て
な
し
方
法
も
違
い
ま
す
。し
か

し
、そ
の
暖
か
い
心
を
思
え
ば
理
解
で
き
ま
す
。中
学

生
達
は
、言
葉
が
あ
ま
り
通
じ
な
く
て
も
自
然
に
ふ
れ

あ
う
事
が
で
き
、良
い
出
会
い
、良
い
思
い
出
、良
い
経

験
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。こ
の
友
好
の
輪
を
つ
な
い

で
い
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。今
年
は
例
年
に

な
い
猛
暑
の
中
、無
事
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
了
し
た
こ

と
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。

友
好
提
携
都
市
交
流
委
員
会
　
伊
藤
慶
子

中
学
生
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て

15

人
気
の
一番
高
い
「
い
ち
じ
く
君
（
仮
）」
を
、「
北
名
古

屋
地
域
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
に
決
定
し
ま
す
。
　

□
用
意
す
る
も
の

①「
北
名
古
屋
特
産
！
い
ち
じ
く
」
１
㎏  

②
砂

糖
１
㎏  

③
密
閉
で
き
る
瓶（
熱
湯
煮
沸
消
毒
）

□
作
り
方

①
い
ち
じ
く
を
洗
う
。（
軽
く
、
洗
い
流
す
）

②
半
日
、
水
け
を
切
る
た
め
乾
か
す
。

③
瓶
に
半
分
の
い
ち
じ
く
を
入
れ
、
同
分
量

の
砂
糖
を
入
れ
る
。
次
に
残
り
の
い
ち
じ
く

を
入
れ
、
残
り
の
砂
糖
を
入
れ
る
。

④
二
日
後
に
、
瓶
を
振
っ
て
砂
糖
が
良
く
溶

け
て
い
る
か
確
認
す
る
。

⑤
そ
の
二
日
後
に
、
砂
糖
が
瓶
の
底
に
沈
み

や
す
い
の
で
濃
度
を
均
一
に
な
っ
て
い
る

か
ど
う
か
確
認
し
、も
う
一
度
瓶
を
振
る
。

⑥
３
か
月
後
、
瓶
の
中
が
い
ち
じ
く
と
同
色

に
な
り
、
い
ち
じ
く
の
良
い
香
り
が
し
た

ら
出
来
上
が
り
。
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Information

　

恒
例
に
な
り
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
の
近
隣
諸
国
と
の
交
流
の

場
と
し
て
、
市
民
手
づ
く
り
に
よ
り
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

開
催
し
ま
す
。

食
と
文
化
の
交
流
を
通
じ
て
、近
く
て
遠
い
ア
ジ
ア
を
、観
て
、

食
べ
て
、
識
（
し
）
り
、
国
際
理
解
を
深
め
る
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
す
。

・
日　
　

時　
　

平
成
26
年
2
月
16
日（
日
）10
時
か
ら
15
時
半
ま
で

・
と
こ
ろ　
　

北
名
古
屋
市
文
化
勤
労
会
館

・
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

ア
ジ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、「
市
民
参
加
」
と
「
オ
ー
プ

ン
な
運
営
」
を
基
本
に
進
め
ま
す
。

　

協
会
内
に
設
置
し
て
お
り
ま
す
運
営
企
画
会
議
が
、
ア
イ
デ

ア
出
し
か
ら
、企
画
、運
営
。実
施
ま
で
市
民
参
加
で
進
め
ま
す
。

　
「
ア
ジ
ア
を
観
る
。
ア
ジ
ア
を
食
す
。
ア
ジ
ア
を
識（
し
）る
。」

を
柱
に
し
て
、
具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。市
民
持
ち
寄
り
の
手
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
が
満
載
で
す
。

・
入
場
料　

無
料

ア
ジ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

〒
481
ー

8531  

北
名
古
屋
市
西
之
保
清
水
田
15

　
　
　
　                    

北
名
古
屋
市
役
所（
西
庁
舎
内
４
階
）

電　
　
　

話 　

 

０
５
６
８
ー（
２
２
）ー
１
１
１
１  

内
線
２
４
０
０

フ
ァ
ッ
ク
ス　

  

０
５
６
８
ー（
２
５
）ー
１
８
０
０

Ｅ
メ
ー
ル 　

 info@
kitanagoya-kiia.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 　

 http://w
w
w
.kitanagoya-kiia.jp

北
名
古
屋
市
国
際
交
流
協
会

参
加
者
募
集

　

平
成
25
年
11
月
23
日
（
土
、祝
）、北
名
古
屋
市
健
康
ド
ー

ム
で
開
催
さ
れ
る
「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３
」
に

出
展
参
加
し
ま
す
。

◇
ア
リ
ー
ナ
「
国
際
交
流
コ
ー
ナ
ー
」

①
北
名
古
屋
市
国
際
交
流
協
会
の
活
動
の
あ
ゆ
み
を
写

真
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
す
。

②
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
を
販
売
し
ま
す
。

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
開
発
途
上
国
の
自
立
支
援
に

つ
な
が
る
活
動
で
す
。

③「
北
名
古
屋
特
産
！
い
ち
じ
く
酵
母
」
地
域
ブ
ラ
ン

ド
産
品
の
販
売
を
し
ま
す
。

④
あ
な
た
の
好
き
な
「
い
ち
じ
く
君
（
仮
）」
は
、ど
れ
？

人
気
投
票
で
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
決
定
し
ま

す
。

◇
屋
外
テ
ン
ト
「
国
際
交
流
協
会
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
」

①「
北
名
古
屋
特
産
！
い
ち
じ
く
酵
母
」
地
域
ブ
ラ
ン

ド
産
品
を
試
食
販
売
し
ま
す
。

②
綿
菓
子
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
な
ど
実
演
販
売
し
ま
す
。

　

国
際
交
流
を
ツ
ー
ル
と
し
た
北
名
古
屋
地
域
ブ
ラ
ン

ド
産
品
の
開
発
と
普
及
の
た
め
の
料
理
講
習
会
で
す
。
地

域
ブ
ラ
ン
ド
を
め
ざ
す
「
北
名
古
屋
特
産
！
い
ち
じ
く
酵

母
」
を
世
界
の
料
理
に
活
用
し
て
い
く
取
り
組
み
で
す
。

　

講
師
は
、
韓
国
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ホ
テ
ル
で
磨
い
た
料
理

の
達
人
が
指
導
い
た
し
ま
す
。

　

11
月
28
日
（
木
）
フ
レ
ン
チ
料
理

　

12
月
26
日
（
木
）
韓
国
料
理

　

1
月
30
日
（
木
）
イ
タ
リ
ア
料
理

・
時　
　

間　

9
時
か
ら
14
時
ま
で

・
と
こ
ろ　

北
名
古
屋
市
健
康
ド
ー
ム
ク
ッ
キ
ン
グ
ル
ー
ム

・ 

定　
　

員　

30
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

・
受
講
料　

６
０
０
０
円
（
協
会
会
員
５
０
０
０
円
）

＊
3
回
と
も
時
間
、
と
こ
ろ
、
講
師
は
同
じ
。

「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３
」
に

出
展
・
参
加
し
ま
す

「
北
名
古
屋
特
産
！
い
ち
じ
く
酵
母
」

ワ
ー
ル
ド
料
理
講
習
会

　
各
種
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
等
は
、

左
記
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。




